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日時：2013 年 12 月 26 日（木） 10:30～ 

場所：TAPHOHAI 地区（ビエンチャン市） 

参加者：地区代表者：多数 

NANPAPA カンワアン氏、セイソンバック氏、他 1 名 

    日本側：森本 

 

・ この地区の住民は、3012 人で 500 世帯（約 6 人／世帯）である。 

・ 生活用水の水源は、井戸である。 

・ 井戸は、各戸に有り場合と 2～3 戸でひとつの場合がある。 

・ ポンプ揚水が地区内で 80%で、20%は手動のつるべを使用している。 

・ 井戸の水深は、８ｍ～16ｍ程度 

・ 最寄の河川はヌー川となるが生活用水として表流水は利用していない。 

・ 昔は、表流水を手で汲んでいたこともあったが現在は全て井戸水である。 

・ 飲用水は、井戸水を煮沸して飲んでいることもあるが、宅配タンク水もある。 

・ 地区内での井戸によっては、塩分が濃いところもある。 

・ 水道（浄水場＋管網）整備の要望はしているが、未だ実施に至っていない。 

・ 水道が欲しい理由は、安定給水（個別井戸の場合、乾季に井戸枯れや雨季に濁水混入がある）、

利便、現在の揚水ポンプの交換購入費や電気代がかかる、水質（現状、処理はしていないの

で、不安）が挙げられる。 

・ 個別井戸用揚水ポンプは、中国製で 3000 円/台程度であるが、2～3 ヶ月で故障し交換してい

る。（水中ポンプ型なので、劣化も激しい。） 

・ モノによっては、購入後すぐに故障するものもある。 

・ 水道が整備されたら、水道料金を支払うことになるが承知されている。 

・ 水道料金は、都市部に比べ割高の料金設定となる。（水道局員の巡回管理費や小規模になるた

め収入と支出のバランスの問題もある） 

・ 現在、水道施設を水道局に計画をしてもらっている。（浄水場整備候補地も視察した） 
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集会場でのヒアリング風景 

個別井戸設置家屋 

井戸の揚水ポンプ（水中ポンプ） 

個別井戸全景 
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井戸水 

浄水場候補地 

 
ヌー川からの農業用水の揚水配管状況 
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日時：2013 年 12 月 26 日（木） 14:00～ 

場所：BANPHOMESAY 地区（ビエンチャン市） 

参加者：地区代表者：ブルポン氏 

NANPAPA カンワアン氏、セイソンバック氏、他 1 名 

    日本側：森本 

 

・ この地区の住民は、4747 人 633 世帯（約 8 人/世帯）である。 

・ 昨年（2012 年）は、4300 人であったが、2013 年は 4747 人で、毎年 10%程度の人口増とな

っている。世帯あたりの子供の数は 8～10名程度である。一世帯で 20名家族のところもある。 

・ 人口抑制については、教育をしているが効果は現れていない。 

・ 生活用水は、井戸水（各戸に）であり、ポンプ揚水となっている。 

・ 停電があったり、雨季の濁水混入や乾季の井戸枯れもあり、安定供給に水道整備を望んでい

る。 

・ 飲用水は、井戸水を煮沸して飲んでいることもあるが、宅配タンク水もある。ところによっ

ては、自己処理している場合もある。 

・ ポンプは、横置き吸い込みポンプが多い。 

・ ポンプは、3 年程度で交換となる。中国製である。 

・ 井戸は、9m 程度の深さであり、30m 以上の層からは、塩分が出る。 

・ 鉄等の成分を有する井戸となる場合は、使用せず、別に井戸を設ける。 

・ ２ｋｍ程度のところに、河川（ナンムン川）がある。 

・ 代表者は、1970 頃から居住しているが、その頃に比べ最近は、乾季の井戸枯れが多くなって

いる。森林伐採し田畑として利用していることも要因のひとつと考えている。 

・ 水田は、雨季のみ作付けしているので、水田用水は、降雨によるものとなる。 

・ 昔は、二毛作していたが今はしていない。 
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会議風景 

 

井戸の全景 

 

横置き吸い込み井戸ポンプ 

井戸水の状況 
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日時：2013 年 12 月 27 日（金）9:00～ 

場所：パクサン水道公社事務所 

参加者：Mr.VilayKhone PHIMASONE （Managing Director） 

    細谷、塩原、森本、眞崎 

 

入手資料：地区別人口、年間浄水量等のデータ。 

 

・ 事前に入手していた水道計画区域図のうち、青は概ね整備済み（シーサア村のみ未整備）、

赤破線は現在拡張事業実施中区域を示している。 

・ 水道整備計画では、20 村が対象となっているが、現在 14 村のみ整備完了。 

・ 今後、6 村に拡張整備を要望している。 

・ 20 村の人口は 19309 人 3759 世帯。 

・ 月間浄水量 110､000m3／月、有収水量 89,000m3／月 

・ 青の区域のうち、未整備のシーサア村は、2010 年時点で人口 592 人 118 世帯、井戸を

掘っても水が出ない。ナムサン川（メコンの支流）に頼るしかないため、現在は未整備。

必要水量は 60m3／日。 

・ 既存の Thong Village では、井戸を 10 本整備したが、3 本は、無処理で水道計画区域

の西側へ給水、残る 7 本は、公社事務所のある浄水施設で除鉄・ﾏﾝｶﾞﾝした後、各地区

へ配水している。井戸水は不安定であるので、これ以上の水量増加は望めない。その一

方で、水需要に対して水供給が不足している。つまり、水源確保が課題となっている。 

・ 拡張区域のうち、北側（Thong Village 地区）は、井戸 3 箇所整備したが、2 箇所で井

戸枯れと残る 1 箇所の水質に濃度の高い Ca（300 程度）があり、西側地区に新設した

井戸からの給水を行って水量の補填と混合することでの Ca 濃度低減をしている。 

・ この、Thong Village 地区には、県から購入した浄水場整備予定地があり、現在造成と

新入路等の基盤整備を進めている。水源は、メコンの支流のナムナップ川（NAM 

NGIAP river）である。現在（乾季）の濁度は 10NTU 程度である。雨季には高濁度

となるが、メコン程ではない。（濁度の計測データは無い） 

・ 浄水場の必要処理能力は、1,000m3／日で、整備完了したら未整備地区へ配水する予定。 

・ 配管網は、前述の 3 箇所の井戸整備への配水をしていくので、既に管網整備がなされて

いる。（ただし、多少の配管改修・再整備が必要となる） 

・ 浄水場予定地には、農業用水の取水施設が残置されているが、現在不要配管の撤去等も

進めている。電力引き込みもこの施設のためのものが残置されているので、利用できる。 

・ 他のドナーからの支援状況は、既存浄水場（事務所のあるところ）での鉄除去が ADB

事業、水質試験室（試験器具含む）が KOICA、K-WATER からの寄付金が 6 万ドル。 
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（以上の、協議を踏まえ、次期普及・実証事業として以下の点を確認・合意した） 

・ 浄水場予定地に、1,000m3／日規模の浄水装置を設置することで、実証事業の実施予定

地とすることで、了解を得た。 

・ なお、ナムナップ川からの取水施設の整備と、浄水の配水池（槽）からの配水施設（管

網含む）は、パクサン水道公社側の整備とする。 

・ ナムナップ川取水に際しては、許可申請等は不要である。 

・ 実証事業の実施には、日本政府（JICA 事業）の審査が必要で採択されないと進めるこ

とが出来ない旨説明し、理解された。 

・ 現在、パクサン水道の拡張事業は、ADB 事業として要請中であり、採択されれば 60 万

ドルの予算が確保できる。この予算は、浄水場整備としてではなく水道整備として使え

る資金となるため、日本側の実証事業が採択されても重複することなく問題は生じない。 

・ K-Water 寄付金（6 万ドル）で、一部の水道施設整備（主に 3 箇所の井戸整備）を行っ

たが、寄付金供与（供与に際しての審査と整備結果のチェック）のみであり、その施設

整備に際しては、パクサン水道が発注調達整備を行っており、韓国との係わりはない。 

 

 

 
会議風景 
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日時：2013 年 12 月 27 日（金）12:00～ 

場所：Thong Village 地区 実証事業実施予定地 

 

 
実証事業予定地 

 

 
取水施設の現状（ナムナップ川）、川から予定地までの標高差は 30m 程度
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日時：2013 年 12 月 27 日（金）13:00～ 

場所：各戸での個別井戸での水汲み風景 

 

 

 

 

水汲みをしている状況。 
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日時：2013 年 12 月 27 日（金）16:00～ 

場所：DHUP 

参加者：カンタビー局長、カントーン水道部長 

    細谷、塩原、森本、眞崎 

 

・ 午前中のパクサン訪問結果を報告し、以下のコメントを頂いた。 

① ADB 事業が採択されても実施までには、時間を要する（2 年以上） 

② ADB 事業は他の公社案件等候補も多く、採択には競争が厳しい。 

③ 日本側の実証事業も来年採択でその後装置製作・設置までに時間を要する（設置が

早くて 2015 年春以降になる見通しを説明している）ことは気にしないで良い。 

④ この実証をきっかけにスモールタウンの整備が進展することはラオス側にとっても

大変期待していることである。是非、実現してもらいたい。 

・ 今回の案件化調査の報告をし、大臣認可の覚書にサインを行った。（別添資料参照） 
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【別添】 
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